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1，はじめに

　鋼道路橋RC床版は．年々増加する交通量と大型

車両の繰返し走行等の要義により疲労劣化が生じて

いる胸．また積雪寒冷地域では，凍結防止剤の寝言

による塩害や，凍害によりRC床版の劣化が生じて

いる鋤．このことから，RC床版の上面劣化に対す

る補修・補強法の確立が重要な課題となっている。

RC床版の上面劣化に輸する補修・補強法の1つと

して，工期の短縮や耐荷力の向上に優れている上面

増厚工法が採薦されている3，

　そこで本研究は，通常のRC床版供訟体とRC床

版供試体と同一条件で製作したRC床版の上面を切

削後，鋼繊維補強超速硬コンクリートb｝（以下，SFRC

とする）により増厚補強したSFRC上面増厚補強供

試休を作製し，耐疲労性を検証・評価したものであ

る．SFRC上面増厚供試体は，実施工を想定して打

継闘を設けた供試体と打継営無しの供試体の2種類

とする．また，既存のRC床版と贈厚部の界面は早

期にはく離する事例があること踏まえ，SFRC上面

感厚補強の耐久性を尚上させるために，界面に高耐

久型エポキシ樹脂系接着剤？｝（以下，接着剤とする）

を塗布した供試体に対する輪荷重走行疲労実験を行

い，接着剤が耐疲労性に与える影響および破壊メカ

ニズムを検証した．

2．道路橋衆C床版の損傷状況

2．肇既存RC床版の損傷状況

　近年，地方公共団体：では道路橋長寿命化修繕計画

が実施され，その損傷状況が明らかにされている，

道路橋RC床版の霞常点検における損傷状況は，舗

装部に発生するポットホールやRC床版下面に発生

する2方向のひび割れ状況などから床版の劣化度を

示すことになる．欝視点検における舗装部に発生す

るポットホールの状況を写真一1に示す．RC床版の

劣化や損傷が著しい場合は，路面にポットホールが

発生する．この時点で衰C床版は進展期から劣化期

に相当するものである．また，写真一2に示すよう

に積雪寒冷地域では，凍結防止剤の傲布による塩害

や凍警により，床版上面のコンクリートにスケーリン

グが生じ，さらに砂利化となっている．これらの補修

・補強法にS獄C上面増厚が採用されてきた。

2．2上薗増厚補強床版の損傷状況

　上面増厚補強法は1985年頃から実施され，多く

　　潮、4逐

雨真一1ポットホーづレの発生

　（1）スケーリング　　　　　　（2）砂利化

写糞一2歎C床版のスケーリングおよび砂利化

写真一3　上面増厚部のポットホール

の実績があり，耐荷力の向上および鰍疲労性が評価

されている．しかし，上面増厚したRC床版におい

ても路面にポットホールが発生するなどの損傷が発

生している．ここで，上面増感補強後のポットホー

ルの状況を写真一3に示す．また，上面増厚施工を

実施する場舎には交通熱闘の制約により，全面通行

止めにしてRC床版を全面増議する方法と，一車線

ごとに交通規剃をして走行縫線ごとに増厚する施工

法がある．全面通行止めをして上面謹厚が可能であ

る場合は，床版金面に優RCを上面増厚施工法が採

用されている，～方，交通規制をして上面増序する

施工法は，まず第1車線側（走行暗線）の増厚を行

った後，規制を切替えて，第2車線側（追越車線）

の増厚施工を行う．この場舎は，第隻車線と第2車

線の間の打継懸から爾水が浸透するために，早期に

既存床版部と増潭部の界面ではく離が生じる劣化が



醇厚前 増厚後

z

吋

逡 凝
髪

1購編輪ク存1睡鰭隔曄翁騨鋭霧
＄
§

既存：篇’ クリート

図一一1　床版上面増厚工法

増錠前 増熱後

難灘緩難縫寵
総論灘 拶メ・覧蓬鱗　　　　　　　　㍉ξ

ﾜ
魏
瀟
鋤
凝
寂
さ

婁い
ト
　
　
O
卜
州

，蝕鱒騨画遜轡搬瀞逝疹
　　　　　　P　　内
�ﾝ脚ンクリート 接着材　　　　　＄　　　　　　　　畷

図一2接着材を用いたS搬C上面増厚工法

生じている．

2．3SF衰C上面増厚工法の現況

　RC床版上面増厚工法の概念図を図一1に示す．

図一1に示すように，既設RC床版の上薦を切遡後

に研掃を行い，増厚コンクリ～トを打込むことで新

1購コンクリートを一体化させ，床版厚を摩くするこ

とで，床版の押し抜きせん断耐力および曲げ醗力を

向上させる工法である．また，増摩界面が早期には

く離することから哀C床版と上面増厚の界面にエポ

キシ樹脂系接着剤を塗布した後増感コンクリートを

打ち込む施工法，すなわち接着材を塗布したS澱C

上面増血が提案され，実施されている。ここで，接

着樗を塗布したS獄C上面増厚工法の概念を図一一2

に示す、

3．総嫁材料・寸法および補強方法

3．1使用材料

（D購床版　裂C床版供試体のコンクリートには，普

通ポルトランドセメントと5搬顯以下の砕砂および

5㎜～2◎㎜の砕石を使用した．RC床版の示方配

合を表一1に示す．また，鉄筋はSD295A，　D1◎を

使用した、コンクリートおよび鉄筋の材料特性値を

表一2に示す．

（2）上総増厚コンクリート　上面増厚コンクリート

には，鋼繊維補強コンクリート（SFRC）を用いた．

S獄Cの設計基準強度は，材齢3時闇の圧縮強度を

24N触㎡とする．セメントは超速硬セメントを使用

し，最大寸法15燃撚の粗骨材，長さ3◎mmの鋼繊維

を混入率鷲7＞風％（まG◎k錘㎡）で憶念した。S1駅Cの

示方配禽を表一3に示す．

（3）接着剤　SF獄CとRC床版との界面の付着力を高

めるために接着剤を用いた．高耐久型エポキシ樹脂

接着剤の仕様を表一4に示す。

3．2供試体寸法および鉄筋の配置

　獄C床版は複鉄筋配置とし，浮き上がり防止を設

表一iRC床版供試体
スランフ窪　　WIC　　　　S／a

㈱　　　　％

　　　蝋億鞠k幽3　　　　　漸口剤
セメント　　水　　　細轡材　　粗ヨ材　淑臆　150

8◎
　　392　　400　　4G3　　　15S　　　　726　　　10餌　　　　尋0
±25

表一2　コンクリートおよび鉄筋の材料特性値
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表一3S取Cの配合
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表一4　高耐久型エポキシ樹脂接着剤の仕様
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図一3　供試体寸法および鉄筋の配置（㎜）

けない4辺単純支持とする．供試体寸法は，道路橋

示方書・同解説（以下，道示）＄切規定より，床版支間

24G◎㈱，！閏雀方向あたりの大型車両の計画交通量

を2◎0◎台以上として設計し，その1£モデルとした．

RC床版・増厚薮C床版供試体の寸法および鉄筋配

置を図一3に示す．

（1）総床版供試体　基準となるRC床版供試体の寸法

は，床版支間長を鴛00㎜，張出部は隻35㎜隻とし，

金長は隻卿懸撫である．鉄筋は複鉄筋配置とし，引



張側の軸直角方向および軸方向にD10をともに
1◎◎顧問隔で配置し，有効高さをそれぞれま◎5㎜，

g5㎜とする．また，騰側には引張鋤糧の1μ
を配麗した．

（2）SドRC上総増陣段C床版供試体　S搬C上面増厚RC

床版供試体は，RC床版上面かぶりを憩㎜切削し，

その上にSFRCを4（｝㎜増厚し，床版金聾は160m鐙

を自標とした、有効高は軸離角方向が125mm，軸方

向が三15㈱1である、

（3）接着剤を塗布したS畝C上爾増厚飛C床版供試体

RC床版部と上面増厚の界面のはく離を防止し，耐

疲労性の向上を図るために，増厚界面に接着剤を

鎗㎜1厚で塗布した．S獄C上憾増厚は軌㎜とす

る．供試休寸法はSF只C上面増厚RC床版供試体と

同じである．

3．3S織C上面増厚補強方法と供試体の製作

　S獄C上面増厚施工方法の一例として，接着剤を塗

布するS搬C上面増厚補強の手順を写真一1に示す．

（DSFRC上藤増淳RC床版供試体　従来どおり，既

存床版に直接SFRCを上面増厚補強したRC床版供

試体（以下，SF良C論士増厚RC床版とする）の製作

は次のとおりである．初めにコンクリート表面を実

施工に用いる切肖愛機で1G㎜切削する（写真一4，

1））．次に，切謙遜は付着性を高めるために，シ灘

ットブラスト研掃機を用いて投射密度150kg／㎡で表

面を仕上げる（写真一4，2），3）〉．その後，SPRCを

表一3に申す配合でジェットモービル車により混祝

する．全面心元する供試体は直接S猟Cを鰍㎜増
厚し，最終的に表面仕上げをした（写真一4，6＞）。

　次に，交通規綱上，車線ごとに増卜する実施工を

想定して打継際を設けた供試体は，RC床版上面を

切削した後，左支点Cから445㎜の位置に打継懲

を設ける．これは，本実験装置の輪荷重幅が道示に

規定する輪荷重幅の1／2の25G㎜であることから，

輪荷重の端部から3（㎞の位置とした．S搬Cの打

設は輪荷重が走行する右支点D側の幅755㎜を先

に打設し，3時間後に残りの支点C側445醗を打

設して完了した．ここで，SFRCを全面に直接増厚

した供試体をS取G1，打継磁を設けた供試体を

SFRG2と称する．

（2）接着剤を塗布したS蹴上面増脚C床版供試体

SFRC上面増厚只C床版は，増厚面に発生したひび

割れや打継面などから雨水が漫透し，車両通行など

の疲労の影響により増厚界面にはく離が生じ，耐疲

労性が低下している．そこで，本研究における上面

増摩施工法においては，RC床版部と懇懇部の界面

および車線ごとの補修における打継目に対し，増厚

界面および打継廓の一体化による補強効果を高める

ために接着剤を塗布した、施工手順は，基本的には

跡Rc上面増厚補強法と同様であるが，写真一1に

示すように研掃終了後に，RC床版と増摩界面に接

着剤を1．（㎞厚で塗布した（写真一4，4））．その

後，SFRCを打設し，表面仕上げした（写真一4，5），

6））。なお，打継園を設けた供試体の製作は，SFRC

上面増厚RC床版供試体と同様であるが，打継糧の

彌地および増厚界薦に接着剤を1．（㎞厚で塗布し

た．ここで，接着剤を塗布し，全面増厚した供試体

をSFRC。A1，打継園を設けた供試体をS搬（＞A2と

称する，

4．輪荷璽走行疲労爽験

G）輪荷董走行疲労実験方法　　SFRC上露増血RC床

版の輪荷重走行試験装置による実験状況を写真一5

に示す、輪荷重走行疲労実験は，RC床版およびS隙C

上面増厚RC床版ともに床版中央から両支点方向の

土轍㎞の範囲に輪荷重を繰返し走行させる実験
である．

　RC床版供試体の荷重は，供試体寸法を実橋床版

の1／2モデルとしたことから，設計活荷糞は50kN

であり，これに安全率1．2を考慮した6⑪kNが設計基

準荷重となる．そこでRC床版には，この基準荷重

を初期荷重とした60姻を載荷し，荷重1◎◎姻まで2

万回走行ごとに荷重を2◎kNずつ増加させる。荷重

圭0◎kN以降は，2万回走行ごとに荷糞を1◎姻ずつ増

加させる方法とする，次に，S獄C上颪増淳盆C床

版供試体はRC床版の厚さに比すると鞭㎜厚いこ

とから，初期荷重8◎撤で走行を開始し，荷重120kN

まで2万回走行ごとに荷重を2◎kNずつ増加させる．

荷重12◎k層以降は，2万回走行ごとに荷重を烹◎k鰻

ずつ増加させる段階荷重載荷動とする．荷重載荷プ

ログラムを國一2に示す．
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（2）輪荷璽走行疲労実験における等価走行園数　本

実験における輪荷重走行疲労実験は，2万回ごとに

荷重を増加させたことから等価走行回数を鱗咄して

疲労謝用性を評価することとする．等価走行回数は，

マイナー則に従うと仮定すると式（1）で与えられる。

道路橋RC床版が補強された後は，補強することに

よって健全な状態に圓復したとして健全なRC床版

と岡等な耐疲労性を有しているとして敢り扱われて

いる．そこで，補強されたRC床版の耐疲労性の評

価は，松井らが提案するRC床版のS－N曲線16）の傾

きの逆数撫には12．7を適用する．なお，基準荷重p

は6◎kNとする．

N・P罵Σ（P護う類×舞

　　i岨
ω

　ここで，Neダ等価走行回数（回），Pi：載荷荷重

（kN），P：基準荷重（階憩kN），難i：実験走行回数（回〉，搬

：RC床版のS瀬曲線の傾きの逆数（漏捻7）

　よって，本実験における実験荷重と走行回数の関

係から等価走行回数（N。〉を算出し，SFRC上面増厚

RC床版，接着剤を塗布したS獄C上面欝欝RC床版

の耐疲労性を評価する。

5．実験結果および考察
5．1　　等｛断走斥『矛圓数

　式（1）により算出したRC床版およびSFRC上面増

厚RC床版の等備走行回数を表一5に示す．

表一5　等価走行回数

供試体
蟹繭メー行解‘

@　　（N，）

平勾尋節高行
H数（N，）

一行［戴声比

東rRCIRC

RC護 6963×106
　

Rσ2 7．鱗7×106
　　　　　　6
V、155×10

SFRC4 73．976×106 73976×i◎6 1◎3

S罫Rσ2 2◎0．472×106 200。472×隻◎6 28．0

SFRσA1 26烹．28鯛06 261．284×烹06 365

SFRσA2 畷6．047×！◎6 4烹6餌7×三〇6 58．1

（髄C床版供試体　輪荷重走行実験におけるRC床版

供試体RC4の等価走行回数は6963×1ぴ回，供試体

RG2の等価走行回数は7347x1ぴ回であり，その平

均等価走行回数は刀55×1げ回である．このRC床版

の平均等価走行回数を基準にSFRC上面総山RC床
版の耐疲労性を評価する、

（2）S隙C上面増挟殺C床版供試体　S豚Cを薩接全面増

厚したRC床版供試体SFRG1の等価走行回数は
73976×io6回，打継闘を設けた供試体SFRC．2は

200鴻72×1◎6回となった．RC床版供試体の平均等価

走行回数と比較すると，供試体SFRG1が1α3倍，

供試体SFRG，2が28倍となった．

（3）接着剤を塗布したS練C上面増厚RC床版供試体　接

着剤を塗布してSFRCを全七癖厚したRC床版供試

体SFRGA1の等価走行繕数は261．284×鎗6圓，打継

漏を設けた供試体SFRGA2は416桝7×鐙噛である．

RC床版供試体の平均等価走行回数と比較すると，

供試体SFR（＞A1は365倍，　S磁C。A2は58．1倍とな

った。また，SFRC上面増厚RC床版供試体と比較

すると，供試体SFRC。A1が供試体SF眠ン1の3．5倍，

供試体S臓GA2が供試体SFRG2の2ユ倍となり，

SFRC増厚界面に接着剤を塗激することで耐疲労性

が火幅に向上した．

　以上の結果より，従来型のSFRC上面増厚に比し

て，増厚界面に接着剤の塗布した供試体はともに，

等価走行回数が増加しており，耐疲労性に優れた補

強法であることが実証された．なお，打継目が耐疲

労性において弱点’のと言われていたが，本実験では

水の影響を考慮していないことから，打継黛による

等価走行回数の低下は見られない．

5．2破壊状況

　SFRC上面増厚補強RC床版の上面のはく離状況

および下面のひび割れ状況を二一5に示す．なお，

実験終了後に床版中央を軸方向および軸直角方向に

切断した切断面も併記した．

G）鵡床版供試体　RC床版供試体上面のひび割れ

ば，軸直角方向に配置した圧縮鉄筋とほぼ岡位置で

発生し，破壊位置では軸直角方向に貫通ひび割れが

見られた。次に，床版下面は軸直角方向の主鉄筋お

よび軸方向の配力筋配置位置でひび割れが発生して



いる．また，輪荷重設置位置から45度下面はダウ

エル効巣の影響によるはく離が見られる．破壊は走

行中に両供試体ともに支点8から4㎞の位置で押

抜きせん断破壊となった．

（2）S醗C上面増厚RC床版供試体　SFRC上面増感補強

した供試体SFRG1の破壊状況は図心5（1），1＞に示

すように，床版上面は，輪荷重走行の折り返し位置

端部にわずかなひび割れが見られるもののほとんど

ひび割れが見られない、これはS搬Cに配合された

鋼繊維により，ひび割れの伝播が抑鰯された結果で

ある．床版上面に部分的にはく離が見られる．床版

下面には，軸直角方向および軸方向ともにRC床版

供試体と同様に主鉄筋および配力筋位置の下面にひ

び割れが発生している．また，ダウエル効果が及ぼ

す範囲は，盆C床版供試体に比して上面増厚床版は

床版導が4cm厚いことから婚度下面が広範囲にわ

たりはく離している．軸薩角方向の切断面は輪荷重

走行位置から45度で破壊し，引張鉄筋かぶりはダ

ウエル効果の影響によりはく離している．軸方向の

切断面は益鳥界面ではく離している．破壊は，支点A

から鞭mの位置で押抜きせん断破壊となった、

　次に，走行方向を2分割して打継闘を設けて施ヱ

した上面増厚した供試体SFRG2の上面のひび割れ

ば惟一5（1），2）に示すように，軸直角：方向に発生し

ている。等価走行回数が2G◎，472×1げ回とRC床版の

細部であることからRC床版と増厚層のはく離が広

範霞にわたっている、とくに，輪心土の走行位置か

ら離れた増厚部のはく離が著しい。このようなはく

離状況からも界面の付着能力を高める必要がある、

床版下面のひび割れば，軸直角方向および軸方向に

配置した引張鉄筋位置に発生し，ダウエル効果の影

響によりはく離している。なお，軸直角方向および

軸方向の切断懸のひび割れ状況は供試体S猟Giと

ほぼ澗様である．破壊は支点Aから5（㎞の麗麗で

押抜きせん断破壊となった．

（3）接着剤を塗布したS練C上面増厚RC床版供試体

接着剤を塗布してSFRCを全面増幅した供試体
S獄C－A1の破壊状況は図一5（2），エ〉に示すように，

上面は破壊位置で貫通ひび割れが発生している．増

厚総のはく離は，輪荷重走行位置から！◎cmの範囲

である．等価走行回数：が従来型のSFRC上面増厚RC

床版に比して35倍であるにもかかわらず，接着剤

の塗布により増厚界面の付着力が高まり，はく離範

囲が癖地されている．床版下面のひび割れ状況も

S搬αと同様である．床版中央の軸直角方向の切

断面は，輪荷重載荷位置から45度で押し抜かれて

いる．軸方向の切断面には，輪荷重走行範囲の増厚

界面にはく離が見られる．破壊は支点Bから鰍漁

の位置で押抜きせん断破壊となった．

［コこコ　［＝］　　圭）軸蓉：角方向　　　　　　　　　1＞軸薩幾が陶

1＞S搬C4　　　　　　2）SFRC－2

　（1）S獄C上面増厚RC床版

蝦
撫
撰
翁

　　三）鋤薄霧方「購

1）SFRGA亜

聖
鞍
欝
翁

　　1）陰癬角方向

2＞S膿GA2

〆

＼

（2）接着剤を塗布したS搬C上面増厚RC床版

図一5SFRC上面増厚補強における破壊状況

獄
較
薄
講

　次に，走行面から3㎞の位置で打継鱈を設けた

供試体SFRGA2の破壊状況は図一3（2），2）に承よ

うに，床版上面には貫通ひび割れが数カ所に発生し

ている．供試体SFRG2も闘様なひび割れが発生し

ているが，供試体SFRGA2の等価走行回数は供試

体SFRG2の2．i倍であることからひび割れが多く発

生したものである．また，はく離は走行範醗から1（㎞

程度の位置に生じており，接着剤を用いない供試体

に比べて大幡に減少している。下面は増厚供試体い

ずれもが同様なひび割れ状態である．軸直角方向の

切断面には，荷重載荷位置から45度で押し抜かれ

ている．また，軸方向の切断衝では，輪荷重走行範

囲の増田界面にははく離が見られる．破壊は支点A

から4㎞の位置で押抜きせん断破壊となった．

　したがって，接着剤を塗布した上面増戸RC床版
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の破壊形状は，感厚界面のはく離は見られず，耐疲

労性にも優れている結果となった。

5．3たわみと等価走行虚数の閣係

　供試体中央におけるRC床版およびS獄C上面増

厚RC床版のたわみと等価走行回数の関係を図一6
に示す．

（DRC床版　RC床版供試体RG1，2は，ともに等価

走行回数の増加にともなってたわみもわずかに上昇

し，3mm（留袖00，　L：床版支間〉を超えた付近か

らたわみが急激に増加し，終局時のたわみは供試体

RG1，2で，それぞれ7．％㎜，6．86㈱である。し

たがって，RC床版はたわみが愚問しのユμ00を超え

た頃に補修・補強を施す必要があると考えられる．

（2）S繰C上繭増感衰C床版　従来通りにSF艮Cを床版上

面に直接増厚した供試体SFRG1は，　RC床版同様に

3鵬を超えた付近からたわみの増加が著しくなり，

等価走行回数観100×106回を超えた後，急激にたわ

みが増加し，終局時のたわみは6フ5㎜短である。打

継階を設けた供試体S搬G2は，たわみが3㎜を超

えた後も，等価走行回数14フ加x1げ回までたわみは

線形的に増加し，その後の荷重増加で急激にたわみ

が増加して破壊に至った．終局時のたわみは6，7㎜

である．

（3）接着剤を塗布したSF段C上面増血C床版　接着剤を

塗布して増厚した供試体SFR（＞A1は，等価走行回

数が4フ10×1ぴ回を超えてもたわみの増加は微小であ

り，等価走行回数23澱0×1σ暴露であるたわみが

35㎜（≒恥5◎）を超えた付近から急激にたわみが

増加し，終局時のたわみは622罵搬である．打継隠

を設けた供試体SFRC．A2は，等価走行回数が
柳。◎0×1ぴ回付近までは供試体SFR（＞A1とほぼ同様

な挙動を示すが，等価走行回数が33G×癒回で，た

わみが35瀾（喚Lβ5◎）を超えると急激にたわみ

が増加し，終局時のたわみは537㈱である．

6．まとめ

①RC床版の等価走行回数に比して，　S獄C上面増

厚RC床版供試体は1◎倍，打継圏を設けたSFRC上

面増段薮C床版供試体は28倍の等価走行闘数となっ

た．また，接着剤を塗布したS取C上面増厚RC床

版供試体の等価走行回数では，全面増厚した供試体

はRC床版の37借，打継澱を設けた供試体は58倍

となり，上面憂慮することにより耐疲労性が向上し

た．

②破壊状況は，RC床版およびS搬C上面増厚RC床

版，接着剤を塗布したSFRC上面増厚RC床版は等

価走行回数が異なるものの下面の破壊状況はほぼ醐

一であり，金ての供試体で押抜きせん断破壊となっ

た．また，S懸C上面増厚RC床版は，　RC床版と増

幅界面にはく離が見られる．したがって，重車両が

走行する交通量の多い道路橋RC床版の補修・補強

には増厚界面に接着剤を塗布することが耐疲労性を

向上させている．

③たわみと等価走行回数の関係では，RC床版およ

びS獄C上癒増厚RC床版，接着剤を塗布したSFRC

上面増厚RC床版は床版：支間の1／4CO，すなわち本供

試体の鵬は3㎜付近からたわみの増加が著しく

なる．したがって，RC床版はたわみが床版支閥し

の1μ0◎に達した状況で補修・補強対策の検討が必

要である、また，SFRC上面増厚RC床版は，この

批点で2次補修を施す必要があると考えられる．
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UFCおよびCFを用いた公共構造物の部材の安全性と再生化技術に関する研究グループ輪荷重走行疲労実験におけるRC床版上面増厚補強法の耐疲労性児玉孝喜（鹿島道路（株））・附部忠（臼大生産痛・教授）木田露量（隣大生津西・教授）・高野真希子（日大生産工・P．D．）1，はじめに　鋼道路橋RC床版は．年々増加する交通量と大型車両の繰返し走行等の要義により疲労劣化が生じている胸．また積雪寒冷地域では，凍結防止剤の寝言による塩害や，凍害によりRC床版の劣化が生じている鋤．このことから，RC床版の上面劣化に対する補修・補強法の確立が重要な課題となっている。RC床版の上面劣化に輸する補修・補強法の1つとして，工期の短縮や耐荷力の向上に優れている上面増厚工法が採薦されている3，　そこで本研究は，通常のRC床版供訟体とRC床版供試体と同一条件で製作したRC床版の上面を切削後，鋼繊維補強超速硬コンクリートb｝（以下，SFRCとする）により増厚補強したSFRC上面増厚補強供試休を作製し，耐疲労性を検証・評価したものである．SFRC上面増厚供試体は，実施工を想定して打継闘を設けた供試体と打継営無しの供試体の2種類とする．また，既存のRC床版と贈厚部の界面は早期にはく離する事例があること踏まえ，SFRC上面感厚補強の耐久性を尚上させるために，界面に高耐久型エポキシ樹脂系接着剤？｝（以下，接着剤とする）を塗布した供試体に対する輪荷重走行疲労実験を行い，接着剤が耐疲労性に与える影響および破壊メカニズムを検証した．2．道路橋衆C床版の損傷状況2．肇既存RC床版の損傷状況　近年，地方公共団体：では道路橋長寿命化修繕計画が実施され，その損傷状況が明らかにされている，道路橋RC床版の霞常点検における損傷状況は，舗装部に発生するポットホールやRC床版下面に発生する2方向のひび割れ状況などから床版の劣化度を示すことになる．欝視点検における舗装部に発生するポットホールの状況を写真一1に示す．RC床版の劣化や損傷が著しい場合は，路面にポットホールが発生する．この時点で衰C床版は進展期から劣化期に相当するものである．また，写真一2に示すように積雪寒冷地域では，凍結防止剤の傲布による塩害や凍警により，床版上面のコンクリートにスケーリングが生じ，さらに砂利化となっている．これらの補修・補強法にS獄C上面増厚が採用されてきた。2．2上薗増厚補強床版の損傷状況　上面増厚補強法は1985年頃から実施され，多く　　潮、4逐雨真一1ポットホーづレの発生　（1）スケーリング　　　　　　（2）砂利化写糞一2歎C床版のスケーリングおよび砂利化写真一3　上面増厚部のポットホールの実績があり，耐荷力の向上および鰍疲労性が評価されている．しかし，上面増厚したRC床版においても路面にポットホールが発生するなどの損傷が発生している．ここで，上面増感補強後のポットホールの状況を写真一3に示す．また，上面増厚施工を実施する場舎には交通熱闘の制約により，全面通行止めにしてRC床版を全面増議する方法と，一車線ごとに交通規剃をして走行縫線ごとに増厚する施工法がある．全面通行止めをして上面謹厚が可能である場合は，床版金面に優RCを上面増厚施工法が採用されている，〜方，交通規制をして上面増序する施工法は，まず第1車線側（走行暗線）の増厚を行った後，規制を切替えて，第2車線側（追越車線）の増厚施工を行う．この場舎は，第隻車線と第2車線の間の打継懸から爾水が浸透するために，早期に既存床版部と増潭部の界面ではく離が生じる劣化が醇厚前増厚後z吋逡凝髪1購編輪ク存1睡鰭隔曄翁騨鋭霧＄§既存：篇’クリート図一一1　床版上面増厚工法増錠前増熱後難灘緩難縫寵総論灘拶メ・覧蓬鱗　　　　　　　　�_ξﾜ魏瀟鋤凝寂さ婁いト　　O卜州，蝕鱒騨画遜轡搬瀞逝疹　　　　　　P　　内�襟脚ンクリート接着材　　　　　＄　　　　　　　　畷図一2接着材を用いたS搬C上面増厚工法生じている．2．3SF衰C上面増厚工法の現況　RC床版上面増厚工法の概念図を図一1に示す．図一1に示すように，既設RC床版の上薦を切遡後に研掃を行い，増厚コンクリ〜トを打込むことで新1購コンクリートを一体化させ，床版厚を摩くすることで，床版の押し抜きせん断耐力および曲げ醗力を向上させる工法である．また，増摩界面が早期にはく離することから哀C床版と上面増厚の界面にエポキシ樹脂系接着剤を塗布した後増感コンクリートを打ち込む施工法，すなわち接着材を塗布したS澱C上面増血が提案され，実施されている。ここで，接着樗を塗布したS獄C上面増厚工法の概念を図一一2に示す、3．総嫁材料・寸法および補強方法3．1使用材料（D購床版　裂C床版供試体のコンクリートには，普通ポルトランドセメントと5搬顯以下の砕砂および5�o〜2◎�oの砕石を使用した．RC床版の示方配合を表一1に示す．また，鉄筋はSD295A，　D1◎を使用した、コンクリートおよび鉄筋の材料特性値を表一2に示す．（2）上総増厚コンクリート　上面増厚コンクリートには，鋼繊維補強コンクリート（SFRC）を用いた．S獄Cの設計基準強度は，材齢3時闇の圧縮強度を24N触�uとする．セメントは超速硬セメントを使用し，最大寸法15燃撚の粗骨材，長さ3◎mmの鋼繊維を混入率鷲7＞風％（まG◎k錘�u）で憶念した。S1駅Cの示方配禽を表一3に示す．（3）接着剤　SF獄CとRC床版との界面の付着力を高めるために接着剤を用いた．高耐久型エポキシ樹脂接着剤の仕様を表一4に示す。3．2供試体寸法および鉄筋の配置　獄C床版は複鉄筋配置とし，浮き上がり防止を設表一iRC床版供試体スランフ窪　　WIC　　　　S／a�梶@　　　％　　　蝋億鞠k幽3　　　　　漸口剤セメント　　水　　　細轡材　　粗ヨ材　淑臆　1508◎　　392　　400　　4G3　　　15S　　　　726　　　10餌　　　　尋0±25表一2　コンクリートおよび鉄筋の材料特性値傑試体R網版（RG1）　　　（RC−2）コンクリート簾縮強度　N加撃2ハUA）つ一ρ⊃33SD295A、美）10降伏強翼層舶搬237�J引張強度N／田！簸2511ヤング係数kN／m撫22◎G表一3S取Cの配合スフンフ　　　W／C　　　S／艮。絹　　　％　　　　　単位爆（k鍛3）セメント　　水　　細雪オ　レ轡材　　鋼轍維6．5　　　395　　　5烹e2　　　　430　　　　　エフ�J　　　　　851　　　　　＄58　　　　　100，◎土工5表一4　高耐久型エポキシ樹脂接着剤の仕様項　翻基蜜懸ll備　考量　　三三@　　硬化摺臼為ペースト艦@1崖読癖状異物混入なし湿会此癩翔：硬化剤51σi簾量比硬化物比薫L4窯¢．2JIS　K　7ユ121二1三縮強さ5膿加部2以上Jls　董（　718i圧縮弾牲係数100傭加m似上JIS　鼠　7ユ81曲げ強さ35騰／瞭似上J！S　K　717蕊引張せん断強さ獺〆瞭肩上」1S　K　6850コンクリート@付着強さL劔購z以」二ﾜたは母紡破壌」1S　K　6909監膿　、監；ノ継目題騰1灘�永liiiiiiiii…ii馨鐵　8　難　き　2　�L　自く隣i：：．鑑雪二寛：≧＝難慰1「hトE襲寵t　8　認　さ　黛　＠　繋く1・｝滋引手↑三野頃黎四i匹腰匹」毛　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購ﾜ　　　　　　　　肇2働oo遡2◎o。箋　　肇35＼野点材　聾�織s聲継目　�@　験（諫販評3・12働oo堕鴛β◎雛　葉4？o（2）増陳R蘇画仙凝尋蓋…灘、図一3　供試体寸法および鉄筋の配置（�o）けない4辺単純支持とする．供試体寸法は，道路橋示方書・同解説（以下，道示）＄切規定より，床版支間24G◎�梶C！閏雀方向あたりの大型車両の計画交通量を2◎0◎台以上として設計し，その1£モデルとした．RC床版・増厚薮C床版供試体の寸法および鉄筋配置を図一3に示す．（1）総床版供試体　基準となるRC床版供試体の寸法は，床版支間長を鴛00�o，張出部は隻35�o隻とし，金長は隻卿懸撫である．鉄筋は複鉄筋配置とし，引張側の軸直角方向および軸方向にD10をともに1◎◎顧問隔で配置し，有効高さをそれぞれま◎5�o，g5�oとする．また，騰側には引張鋤糧の1μを配麗した．（2）SドRC上総増陣段C床版供試体　S搬C上面増厚RC床版供試体は，RC床版上面かぶりを憩�o切削し，その上にSFRCを4（｝�o増厚し，床版金聾は160m鐙を自標とした、有効高は軸離角方向が125mm，軸方向が三15��1である、（3）接着剤を塗布したS畝C上爾増厚飛C床版供試体RC床版部と上面増厚の界面のはく離を防止し，耐疲労性の向上を図るために，増厚界面に接着剤を鎗�o1厚で塗布した．S獄C上憾増厚は軌�oとする．供試休寸法はSF只C上面増厚RC床版供試体と同じである．3．3S織C上面増厚補強方法と供試体の製作　S獄C上面増厚施工方法の一例として，接着剤を塗布するS搬C上面増厚補強の手順を写真一1に示す．（DSFRC上藤増淳RC床版供試体　従来どおり，既存床版に直接SFRCを上面増厚補強したRC床版供試体（以下，SF良C論士増厚RC床版とする）の製作は次のとおりである．初めにコンクリート表面を実施工に用いる切肖愛機で1G�o切削する（写真一4，1））．次に，切謙遜は付着性を高めるために，シ灘ットブラスト研掃機を用いて投射密度150kg／�uで表面を仕上げる（写真一4，2），3）〉．その後，SPRCを表一3に申す配合でジェットモービル車により混祝する．全面心元する供試体は直接S猟Cを鰍�o増厚し，最終的に表面仕上げをした（写真一4，6＞）。　次に，交通規綱上，車線ごとに増卜する実施工を想定して打継際を設けた供試体は，RC床版上面を切削した後，左支点Cから445�oの位置に打継懲を設ける．これは，本実験装置の輪荷重幅が道示に規定する輪荷重幅の1／2の25G�oであることから，輪荷重の端部から3（�qの位置とした．S搬Cの打設は輪荷重が走行する右支点D側の幅755�oを先に打設し，3時間後に残りの支点C側445醗を打設して完了した．ここで，SFRCを全面に直接増厚した供試体をS取G1，打継磁を設けた供試体をSFRG2と称する．（2）接着剤を塗布したS蹴上面増脚C床版供試体SFRC上面増厚只C床版は，増厚面に発生したひび割れや打継面などから雨水が漫透し，車両通行などの疲労の影響により増厚界面にはく離が生じ，耐疲労性が低下している．そこで，本研究における上面増摩施工法においては，RC床版部と懇懇部の界面および車線ごとの補修における打継目に対し，増厚界面および打継廓の一体化による補強効果を高めるために接着剤を塗布した、施工手順は，基本的には跡Rc上面増厚補強法と同様であるが，写真一1に示すように研掃終了後に，RC床版と増摩界面に接着剤を1．（�q厚で塗布した（写真一4，4））．その後，SFRCを打設し，表面仕上げした（写真一4，5），6））。なお，打継園を設けた供試体の製作は，SFRC上面増厚RC床版供試体と同様であるが，打継糧の彌地および増厚界薦に接着剤を1．（�q厚で塗布した．ここで，接着剤を塗布し，全面増厚した供試体をSFRC。A1，打継園を設けた供試体をS搬（＞A2と称する，4．輪荷璽走行疲労爽験G）輪荷董走行疲労実験方法　　SFRC上露増血RC床版の輪荷重走行試験装置による実験状況を写真一5に示す、輪荷重走行疲労実験は，RC床版およびS隙C上面増厚RC床版ともに床版中央から両支点方向の土轍�qの範囲に輪荷重を繰返し走行させる実験である．　RC床版供試体の荷重は，供試体寸法を実橋床版の1／2モデルとしたことから，設計活荷糞は50kNであり，これに安全率1．2を考慮した6�JkNが設計基準荷重となる．そこでRC床版には，この基準荷重を初期荷重とした60姻を載荷し，荷重1◎◎姻まで2万回走行ごとに荷重を2◎kNずつ増加させる。荷重圭0◎kN以降は，2万回走行ごとに荷糞を1◎姻ずつ増加させる方法とする，次に，S獄C上颪増淳盆C床版供試体はRC床版の厚さに比すると鞭�o厚いことから，初期荷重8◎撤で走行を開始し，荷重120kNまで2万回走行ごとに荷重を2◎kNずつ増加させる．荷重12◎k層以降は，2万回走行ごとに荷重を烹◎k鰻ずつ増加させる段階荷重載荷動とする．荷重載荷プログラムを國一2に示す．欝欝野門1難糊爾　　　鷲一驚儀鶉篶蟻馨診鰺霧へ鍵嘆一陣・ハンメ　　　ハ　リ　　へわ＼ノぞ　　胤∴整懸甲羅欝難！）供試体：表簡の　　2）研掃機による　切削　　　　　　　表薗仕上げ　　　　　　　　　　　　写真一43唐輪後4）接着剤の塗布　5）S搬C上面増厚　　　“士上げSFRC上颪増厚補強手順（接着剤塗布）　蕪60　140　セき箋塒縣8◎羅・・　護0　2�J　�J写真一5輪荷重走行疲労実験状況中日C床蔽陣�gR轡嚇SFRC床版　「�J，践亭◎〔｝　　2，再三牽�J4　　4．鷺＋04　　6．薫三＋04　　＆聡＋◎毒　　1，二三牽05　　1．韮三幸05　　　　　　爽験走ξ予圓数（N）図一尋　荷重載荷ブ縢グラム（2）輪荷璽走行疲労実験における等価走行園数　本実験における輪荷重走行疲労実験は，2万回ごとに荷重を増加させたことから等価走行回数を鱗咄して疲労謝用性を評価することとする．等価走行回数は，マイナー則に従うと仮定すると式（1）で与えられる。道路橋RC床版が補強された後は，補強することによって健全な状態に圓復したとして健全なRC床版と岡等な耐疲労性を有しているとして敢り扱われている．そこで，補強されたRC床版の耐疲労性の評価は，松井らが提案するRC床版のS−N曲線16）の傾きの逆数撫には12．7を適用する．なお，基準荷重pは6◎kNとする．N・P罵Σ（P護う類×舞　　i岨ω　ここで，Neダ等価走行回数（回），Pi：載荷荷重（kN），P：基準荷重（階憩kN），難i：実験走行回数（回〉，搬：RC床版のS瀬曲線の傾きの逆数（漏捻7）　よって，本実験における実験荷重と走行回数の関係から等価走行回数（N。〉を算出し，SFRC上面増厚RC床版，接着剤を塗布したS獄C上面欝欝RC床版の耐疲労性を評価する。5．実験結果および考察5．1　　等｛断走斥『矛圓数　式（1）により算出したRC床版およびSFRC上面増厚RC床版の等備走行回数を表一5に示す．表一5　等価走行回数供試体蟹繭メー行解‘@　　（N，）平勾尋節高行H数（N，）一行［戴声比東rRCIRCRC護6963×106　Rσ27．鱗7×106　　　　　　6V、155×10SFRC473．976×10673976×i◎61◎3S罫Rσ22◎0．472×106200。472×隻◎628．0SFRσA126烹．28鯛06261．284×烹06365SFRσA2畷6．047×！◎64烹6餌7×三〇658．1（髄C床版供試体　輪荷重走行実験におけるRC床版供試体RC4の等価走行回数は6963×1ぴ回，供試体RG2の等価走行回数は7347x1ぴ回であり，その平均等価走行回数は刀55×1げ回である．このRC床版の平均等価走行回数を基準にSFRC上面総山RC床版の耐疲労性を評価する、（2）S隙C上面増挟殺C床版供試体　S豚Cを薩接全面増厚したRC床版供試体SFRG1の等価走行回数は73976×io6回，打継闘を設けた供試体SFRC．2は200鴻72×1◎6回となった．RC床版供試体の平均等価走行回数と比較すると，供試体SFRG1が1α3倍，供試体SFRG，2が28倍となった．（3）接着剤を塗布したS練C上面増厚RC床版供試体　接着剤を塗布してSFRCを全七癖厚したRC床版供試体SFRGA1の等価走行繕数は261．284×鎗6圓，打継漏を設けた供試体SFRGA2は416桝7×鐙噛である．RC床版供試体の平均等価走行回数と比較すると，供試体SFR（＞A1は365倍，　S磁C。A2は58．1倍となった。また，SFRC上面増厚RC床版供試体と比較すると，供試体SFRC。A1が供試体SF眠ン1の3．5倍，供試体S臓GA2が供試体SFRG2の2ユ倍となり，SFRC増厚界面に接着剤を塗激することで耐疲労性が火幅に向上した．　以上の結果より，従来型のSFRC上面増厚に比して，増厚界面に接着剤の塗布した供試体はともに，等価走行回数が増加しており，耐疲労性に優れた補強法であることが実証された．なお，打継目が耐疲労性において弱点’のと言われていたが，本実験では水の影響を考慮していないことから，打継黛による等価走行回数の低下は見られない．5．2破壊状況　SFRC上面増厚補強RC床版の上面のはく離状況および下面のひび割れ状況を二一5に示す．なお，実験終了後に床版中央を軸方向および軸直角方向に切断した切断面も併記した．G）鵡床版供試体　RC床版供試体上面のひび割れば，軸直角方向に配置した圧縮鉄筋とほぼ岡位置で発生し，破壊位置では軸直角方向に貫通ひび割れが見られた。次に，床版下面は軸直角方向の主鉄筋および軸方向の配力筋配置位置でひび割れが発生している．また，輪荷重設置位置から45度下面はダウエル効巣の影響によるはく離が見られる．破壊は走行中に両供試体ともに支点8から4�qの位置で押抜きせん断破壊となった．（2）S醗C上面増厚RC床版供試体　SFRC上面増感補強した供試体SFRG1の破壊状況は図心5（1），1＞に示すように，床版上面は，輪荷重走行の折り返し位置端部にわずかなひび割れが見られるもののほとんどひび割れが見られない、これはS搬Cに配合された鋼繊維により，ひび割れの伝播が抑鰯された結果である．床版上面に部分的にはく離が見られる．床版下面には，軸直角方向および軸方向ともにRC床版供試体と同様に主鉄筋および配力筋位置の下面にひび割れが発生している．また，ダウエル効果が及ぼす範囲は，盆C床版供試体に比して上面増厚床版は床版導が4cm厚いことから婚度下面が広範囲にわたりはく離している．軸薩角方向の切断面は輪荷重走行位置から45度で破壊し，引張鉄筋かぶりはダウエル効果の影響によりはく離している．軸方向の切断面は益鳥界面ではく離している．破壊は，支点Aから鞭mの位置で押抜きせん断破壊となった、　次に，走行方向を2分割して打継闘を設けて施ヱした上面増厚した供試体SFRG2の上面のひび割れば惟一5（1），2）に示すように，軸直角：方向に発生している。等価走行回数が2G◎，472×1げ回とRC床版の細部であることからRC床版と増厚層のはく離が広範霞にわたっている、とくに，輪心土の走行位置から離れた増厚部のはく離が著しい。このようなはく離状況からも界面の付着能力を高める必要がある、床版下面のひび割れば，軸直角方向および軸方向に配置した引張鉄筋位置に発生し，ダウエル効果の影響によりはく離している。なお，軸直角方向および軸方向の切断懸のひび割れ状況は供試体S猟Giとほぼ澗様である．破壊は支点Aから5（�qの麗麗で押抜きせん断破壊となった．（3）接着剤を塗布したS練C上面増厚RC床版供試体接着剤を塗布してSFRCを全面増幅した供試体S獄C−A1の破壊状況は図一5（2），エ〉に示すように，上面は破壊位置で貫通ひび割れが発生している．増厚総のはく離は，輪荷重走行位置から！◎cmの範囲である．等価走行回数：が従来型のSFRC上面増厚RC床版に比して35倍であるにもかかわらず，接着剤の塗布により増厚界面の付着力が高まり，はく離範囲が癖地されている．床版下面のひび割れ状況もS搬αと同様である．床版中央の軸直角方向の切断面は，輪荷重載荷位置から45度で押し抜かれている．軸方向の切断面には，輪荷重走行範囲の増厚界面にはく離が見られる．破壊は支点Bから鰍漁の位置で押抜きせん断破壊となった．［コこコ　［＝］　　圭）軸蓉：角方向　　　　　　　　　1＞軸薩幾が陶1＞S搬C4　　　　　　2）SFRC−2　（1）S獄C上面増厚RC床版蝦撫撰翁　　三）鋤薄霧方「購1）SFRGA亜聖鞍欝翁　　1）陰癬角方向2＞S膿GA2〆＼（2）接着剤を塗布したS搬C上面増厚RC床版図一5SFRC上面増厚補強における破壊状況獄較薄講　次に，走行面から3�qの位置で打継鱈を設けた供試体SFRGA2の破壊状況は図一3（2），2）に承ように，床版上面には貫通ひび割れが数カ所に発生している．供試体SFRG2も闘様なひび割れが発生しているが，供試体SFRGA2の等価走行回数は供試体SFRG2の2．i倍であることからひび割れが多く発生したものである．また，はく離は走行範醗から1（�q程度の位置に生じており，接着剤を用いない供試体に比べて大幡に減少している。下面は増厚供試体いずれもが同様なひび割れ状態である．軸直角方向の切断面には，荷重載荷位置から45度で押し抜かれている．また，軸方向の切断衝では，輪荷重走行範囲の増田界面にははく離が見られる．破壊は支点Aから4�qの位置で押抜きせん断破壊となった．　したがって，接着剤を塗布した上面増戸RC床版　9．9　＄卜O　　　@　＋RC−1　　　　　　　申無C−1　　　　　　　ジベびユ　　も　ミままぴユ箋二：計　　　日誌麟愚痴鎌1臨………1　　　　　，睡iiiiii・iiiiiiii、一節嶺lli　　　　　　灘ll繋li…：iP・、・i　弓｝屑i、1、黛昏G�J　亙．！…÷01　1．E＋02　1．1三÷03　1，全野◎4　1．藍…や�J5　1．E學（｝6　三．覧＋07　1．蓮率08　1．｝三や09　　　　　　　等価走行回数（編〉　図一6たわみと等価走行回数の関係の破壊形状は，感厚界面のはく離は見られず，耐疲労性にも優れている結果となった。5．3たわみと等価走行虚数の閣係　供試体中央におけるRC床版およびS獄C上面増厚RC床版のたわみと等価走行回数の関係を図一6に示す．（DRC床版　RC床版供試体RG1，2は，ともに等価走行回数の増加にともなってたわみもわずかに上昇し，3mm（留袖00，　L：床版支間〉を超えた付近からたわみが急激に増加し，終局時のたわみは供試体RG1，2で，それぞれ7．％�o，6．86�鰍ﾅある。したがって，RC床版はたわみが愚問しのユμ00を超えた頃に補修・補強を施す必要があると考えられる．（2）S繰C上繭増感衰C床版　従来通りにSF艮Cを床版上面に直接増厚した供試体SFRG1は，　RC床版同様に3鵬を超えた付近からたわみの増加が著しくなり，等価走行回数観100×106回を超えた後，急激にたわみが増加し，終局時のたわみは6フ5�o短である。打継階を設けた供試体S搬G2は，たわみが3�oを超えた後も，等価走行回数14フ加x1げ回までたわみは線形的に増加し，その後の荷重増加で急激にたわみが増加して破壊に至った．終局時のたわみは6，7�oである．（3）接着剤を塗布したSF段C上面増血C床版　接着剤を塗布して増厚した供試体SFR（＞A1は，等価走行回数が4フ10×1ぴ回を超えてもたわみの増加は微小であり，等価走行回数23澱0×1σ暴露であるたわみが35�o（≒恥5◎）を超えた付近から急激にたわみが増加し，終局時のたわみは622罵搬である．打継隠を設けた供試体SFRC．A2は，等価走行回数が柳。◎0×1ぴ回付近までは供試体SFR（＞A1とほぼ同様な挙動を示すが，等価走行回数が33G×癒回で，たわみが35瀾（喚Lβ5◎）を超えると急激にたわみが増加し，終局時のたわみは537�鰍ﾅある．6．まとめ�@RC床版の等価走行回数に比して，　S獄C上面増厚RC床版供試体は1◎倍，打継圏を設けたSFRC上面増段薮C床版供試体は28倍の等価走行闘数となった．また，接着剤を塗布したS取C上面増厚RC床版供試体の等価走行回数では，全面増厚した供試体はRC床版の37借，打継澱を設けた供試体は58倍となり，上面憂慮することにより耐疲労性が向上した．�A破壊状況は，RC床版およびS搬C上面増厚RC床版，接着剤を塗布したSFRC上面増厚RC床版は等価走行回数が異なるものの下面の破壊状況はほぼ醐一であり，金ての供試体で押抜きせん断破壊となった．また，S懸C上面増厚RC床版は，　RC床版と増幅界面にはく離が見られる．したがって，重車両が走行する交通量の多い道路橋RC床版の補修・補強には増厚界面に接着剤を塗布することが耐疲労性を向上させている．�Bたわみと等価走行回数の関係では，RC床版およびS獄C上癒増厚RC床版，接着剤を塗布したSFRC上面増厚RC床版は床版：支間の1／4CO，すなわち本供試体の鵬は3�o付近からたわみの増加が著しくなる．したがって，RC床版はたわみが床版支閥しの1μ0◎に達した状況で補修・補強対策の検討が必要である、また，SFRC上面増厚RC床版は，この批点で2次補修を施す必要があると考えられる．参考文献D山田健太郎：重交通下における鋼床版の疲労損傷，土木学会第1◎回鋼構造と橋梁に関するシンポジウム，2GO7．2）内田賢一，商揖和魔：既存道路橋床版の疲労耐久性に関する検討，第一回鋼橋床版シンポジウム講演論文集，土木栄会，ジp37遮2，三99＆3）三田村浩，佐藤京，本田幸一，松井繁之：遜路橋RC床版上藤の凍害劣化と疲労寿命への影響，構造工学論文集V◎乳55A，聾揖2（H431，20σ9。の新演武，鈴木大輔，井芦秀明，岩崎正二：積雪寒冷地の塩化物供給を考慮したRC床版の寿命診断土木学会第62回年次学術講演会，齢449−4鉛，200フ．5）財団法人高速道路調査会：上面増厚工法設謙施工マニュアル，1995．6）財田法人土木研究センター：超箪強コンクリート利用技術マニュアル，20倉0．7）児玉孝薯，西元央，鎌田修，福手勤：フレッシュコンクリートの接着接合における接着剤成分が耐久性に及ぼす影響に関する研究，セメント・コンクリート論文集No．63，聾546−553，2◎◎9．8）秘本道路協会：道路橋示方書・尚解説1，頁，皿，2◎04．9）中谷愚一，内田賢一，西川和覧ほか：道路橋床版の疲労耐久性に関する試験，闘土技術政策研究所資料第28号，2◎◎2、烹◎）松井繁之：道路橋床版　設謙・施工と維持管理，森薩ヒ繊1穆〜，　2◎07，

